
２０１６年２月                     斉藤信の県政報告                           

 

 

 

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

２
０
１
６
年
度
岩
手
県
予
算
案
が

２
月
８
日
に
示
さ
れ
ま
し
た
。 

７
万
筆
余
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
た

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
つ

い
て
、
未
就
学
児
・
妊
産
婦
の
現
物
給

付
な
ど
に
７
億
円
の
予
算
が
示
さ
れ

ま
し
た
。 

来
年
度
予
算
は
総
額
１
兆
６
６
１

億
円
、
う
ち
震
災
対
応
分
は
４
０
０
５

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
保
険
利
用

料
等
の
免
除
措
置
に
５
億
円
余
、
県
立

高
田
・
大
槌
・
山
田
病
院
の
移
転
新
築

に
15
億
円
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備

に
１
４
８
億
円
、
被
災
者
住
宅
再
建
支

援
事
業
費
補
助
に
12
億
円
、
グ
ル
ー

プ
補
助
に
77
億
円
余
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。 

 

仮
設
店
舗
に
つ
い
て
中
小
企
業
庁

は
、 

は
、
５
年
間
と
な
っ
て
い
た
移
設
・
撤

去
費
用
の
補
助
を
２
０
１
９
年
３
月

末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
被
災
自
治

体
に
通
知
し
ま
し
た
。
か
さ
上
げ
工
事

な
ど
の
遅
れ
に
よ
り
、
引
き
続
き
仮
設

店
舗
で
営
業
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と 

に
情
報
提
供
し
、
具
体
化
へ
援
助
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

戦
争
法
廃
止
、
安
倍
政
権
の
暴
走
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
を
２
月
県
議
会

で
も
反
映
さ
せ
、
丸
５
年
を
迎
え
る
東

日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
を
前

進
さ
せ
ｒ 

進
せ
る
た
め
、
３
人
の
県
議
団
が
力
を

合
わ
せ
て
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。 

 

３
月
１
日
（
火
）
の
午
後
３
時
半
ご

ろ
一
般
質
問
に
立
つ
（
３
人
目
の
登

壇
）
予
定
で
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。 

り
う
る
大
災
害
に
生
か
し
て
い
く
か

が
問
わ
れ
る
と
強
調
し
、
復
興
交
付
金

な
ど
復
興
事
業
の
財
源
と
活
用
の
仕

方
に
つ
い
て
指
摘
。
被
災
し
た
テ
ナ
ン

ト
事
業
者
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

要
望
を
受
け
ま
し
た
。 

 

釜
石
市
の
上
中
島
災
害
公
営
住
宅

で
、
釜
石
市
・
大
槌
町
の
被
災
者
の
皆

さ
ん
と
懇
談
。
災
害
公
営
住
宅
に
入
居

し
た
高
齢
者
は
「
ド
ア
が
重
く
て
開
け

ら
れ
な
い
。
医
療
費
免
除
は
大
変
助
か

っ
て
お
り
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。
大
槌
町
の
方
は
「
昨

年
４
月
に
自
治
会
を
立
ち
上
げ
た
が
、

コ
ミ
ュ 

 
 

２
月
２
～
３
日
、
小
池
晃
副
委
員

長
・
参
議
院
議
員
ら
と
と
も
に
、
大
震

災
津
波
か
ら
丸
５
年
を
迎
え
る
被
災

地
の
復
興
状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

陸
前
高
田
商
工
会
と
の
懇
談
で
は
、

「
被
災
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
に
は
グ
ル

ー
プ
補
助
も
な
く
、
テ
ナ
ン
ト
に
入
っ

て
も
家
賃
が
高
く
再
建
で
き
な
い
」
と

の
声
が
出
さ
れ
、
具
体
的
な
支
援
策
の 

と
か
ら
、
被
災
自
治
体
や

業
者
の
み
な
さ
ん
が
要

求
。
日
本
共
産
党
は
事
業

の
延
長
な
ど
を
求
め
て

き
ま
し
た
。 

 

党
県
議
団
は
２
月
10

日
、
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
の
住
宅
宅
地
の
無

償
貸
与
措
置
の
情
報
提

供
と
対
応
を
求
め
る
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

被
災
者
の
住
宅
再
建
に

大
き
な
支
援
に
な
る
も

の
で
あ
り
、
す
で
に
東
松

島
市
で
行
わ
れ
て
い
る

具
体
例
を
関
係
市
町
村

に
じ
ょ
う 

青柳技監（右）らに防災集団移転事業の住宅宅地無償貸与措置に
ついて市町村に周知するよう申し入れる県議団（２月１０日） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
は
大
変

な
課
題
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。 

釜
石
市
役
所
で
は
野
田
武
則

釜
石
市
長
ら
と
懇
談
。
派
遣
応

援
職
員
の
確
保
や
水
産
加
工
業

で
の
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受

け
入
れ
拡
充
な
ど
の
要
望
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
し
た

テ
ナ
ン
ト
事
業
者
へ
の
具
体
的

な
支
援
を
検
討
し
て
い
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。 

戸
羽
太
陸
前
高
田
市
長
と
の

懇
談
で
は
、
こ
の
５
年
間
を
ど

う
総
括
・
検
証
し
て
今
後
起
こ

る
大
災
害 

釜石市・大槌町の被災者から切実な要望を聞く（２月３日） 

３月１日(火) 斉藤県議が一般質問 

(３人目の登壇、午後３時半ごろ） 
●２月１８日／県議会開会 
●２月２５日～３月２日／代表質問・一般質問 
●３月３日／各常任委員会 
●３月４日／本会議 
●３月７～１８日／予算特別委員会 
●３月２２日／各常任委員会 
●３月２４日／最終本会議 

・●日 時：３月１２日（土）午後１時～４時 

・●会 場：宮古市民文化会館中ホール 

・●講 演：斉藤徳美岩手大学名誉教授 
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【
1
月
】 

1
日 

元
旦
新
春
宣
伝
行
動(

盛
岡
西
部
後

援
会) 

3
日 

県
革
新
懇
新
春
リ
レ
ー
ト
ー
ク
・宣

伝
署
名
行
動 

4
日 

新
春
定
例
宣
伝 

5
日 

盛
岡
商
工
会
議
所
新
年
交
賀
会
、
日

本
共
産
党
新
春
の
つ
ど
い 

6
日 

Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
問
題
関
係
議
員
交

流
会 

7
日 

城
南
地
区
３
世
代
交
流
餅
つ
き
大

会 

8
日 

い
わ
て
労
連
・春
闘
共
闘
旗
び
ら
き 

9
日 

盛
岡
玉
山
合
併
10
周
年
記
念
式
典
・

講
演
会
・祝
賀
会
、
岩
手
県
医
師
会
・

歯
科
医
師
会
新
年
交
賀
会 

10
日 

八
日
町
新
春
餅
つ
き
・新
年
会
、
14

分
団
・６
分
団
・３
分
団
新
年
会 

11
日 

月
命
日
街
頭
宣
伝 

13
日 

県
議
会
商
工
文
教
委
員
会 

14
日 

ふ
る
さ
と
創
生
・人
口
減
少
調
査
特

別
委
員
会
、
県
政
調
査
会 

15
日 

復
興
特
別
委
員
会(

戸
羽
太
陸
高
市

長
講
演
、
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
問
題
集

中
審
議)

、
県
医
労
旗
び
ら
き 

16
日 

小
林
節
記
念
講
演
会
、
郵
産
労
働
者

ユ
ニ
オ
ン
旗
び
ら
き 

17
日 

新
庄
３
町
内
会
新
年
会 

19
日 

戦
争
法
廃
止
昼
デ
モ 

20
日 

高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議
員
復
興
調

査(

中
村
復
興
局
長
、
人
事
課
・市
町

村
課
課
長)

、
２
千
万
署
名
推
進
岩

手
の
会
発
足
式 

25
日 

高
校
再
編
計
画
案
に
つ
い
て
の
盛
岡

地
域
検
討
会
議
、
復
興
県
民
会
議

代
表
世
話
人
会 

27
日 

冬
季
国
体
ス
ケ
ー
ト
・ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
開
会
式 

28
日 

重
度
障
が
い
児(

者)

の
父
母
の
会
と

懇
談(

超
党
派
で) 

29
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

【
2
月
】 

1
日 

総
務
委
員
会
Ｉ
Ｇ
Ｒ
調
査
に
同
席 

2
日 

小
池
晃
副
委
員
長
と
県
議
団
の
復

興
状
況
調
査
・陸
前
高
田
商
工
会
役

員
と
の
懇
談 

3
日 

脇
ノ
沢
地
区
防
災
集
団
移
転
事
業

の
調
査
、
釜
石
・大
槌
の
被
災
者
と

懇
談
、
野
田
武
則
釜
石
市
長
と
懇

談
、
戸
羽
太
陸
高
市
長
と
懇
談 

4
日 

北
海
道
東
北
県
議
会
議
員
研
究
交

流
大
会 

6
日 

赤
旗
東
北
総
局
・被
災
県
議
団
長
座

談
会(

仙
台) 

7
日 

松
園
後
援
会
餅
つ
き
・新
春
の
つ
ど

い 

8
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
県
立
大
鈴
木

厚
人
学
長
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
賞

受
賞
祝
賀
会 

9
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

10
日 

復
興
特
別
委
員
会(

Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

問
題
集
中
審
議) 

高橋教育長（左）に申し入れる県議団（２月１０日） 

２
月
10
日
、党
県

議
団
は
、
県
教
育
委

員
会
が
昨
年

12
月

に
示
し
た
、
新
た
な

県
立
高
等
学
校
再
編

計
画
（
案
）
に
関
す

る
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。 

た
計
画
と
す
る

こ
と
③
地
域
に

必
要
な
１
学
年

１
学
級
規
模
の

高
校
は
、
画
一

的
な
基
準
で
統

廃
合
し
な
い
こ

と
。
１
学
級
規

模
で
も
教
育
の

質
を
確
保
す
る

た
め
に
、
進
学

に
も
就
職
に
も

対
応
で
き
る
体

制
を
確
保
し
、

あ 

 

申
し
入
れ
で
は
、
①
統
合
計
画
が

出
さ
れ
た
３
つ
の
高
校
に
つ
い
て
、

地
域
自
治
体
と
地
域
住
民
の
合
意
と

理
解
を
前
提
に
進
め
、
十
分
な
議
論

と
検
討
を
行
う
こ
と
②
学
級
減
の
計

画
に
つ
い
て
は
生
徒
へ
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
効
果
が
大
き
く
、
学
級
規
模
を
維

持
す
る
地
域
の
取
り
組
み
を
尊
重
し

た
計
画
と
す
る
こ
と
③
地
域
に
必
要

な1

学
年1

学
級
規
模
の
高
校
は
、

画
一
的
な
基
準
で
統
廃
合
し
な
い
こ

と
。1

学
級
規
模
で
も
教
育
の
質
を
確

保
す
る
た
め
に
、
進
学
に
も
就
職
に

も
対
応
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ

と
。35

人
学
級
の
実
現
も
検
討
す
る

こ
と
―
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

得
と
合
意
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
要

望
に
対
し
十
分
議
論
と
合
意
形
成
を

図
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

高
橋
教
育
長
は
「
申
し
入
れ
も
踏

ま
え
、
県
民
の
意
向
を
十
分
踏
ま
え

た
計
画
案
に
し
た
い
。
小
規
模
校
で

も
進
学
・
就
職
に
対
応
で
き
る
よ
う

教
育
の
充
実
を
図
り
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。 

35
人
学
級
の
実
現
も
検
討
す
る
こ

と
―
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

斉
藤
県
議
は
「
統
合
計
画
が
示
さ

れ
た
地
域
か
ら
は
少
な
く
な
い
懸
念

の
声
が
出
て
お
り
、
地
域
住
民
の
納

得
と
合
意
を
踏
ま
え
た
も
の
に
す
べ

き
。
具
体
的
な
意
見
・
要
望
に
対
し

て
十
分
議
論
と
合
意
形
成
を
図
っ
て

ほ
し
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
破
た
ん
問

題
に
関
す
る
集
中
審
議
が
行
わ
れ

質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

斉
藤
県
議
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

事
業
の
破
た
ん
に
つ
い
て
、
企
業
誘

致
の
失
敗
で
あ
る
こ
と
、
緊
急
雇
用

創
出
事
業
―
国
民
の
税
金
を
食
い

物
に
し
労
働
者
を
解
雇
・
雇
止
め
に

し
て
破
た
ん
し
た
問
題
だ
と
強
調
。

事
業
主
体
で
あ
る
市
町
と
と
も
に
、

知
事
・
県
も
深
く
関
わ
っ
た
と
指
摘

し
、
県
の
責
任
に
受
け
止
め
て
い
る

か
質
し
ま
し
た
。 

集中審議で質疑に立つ斉藤県議（２月１０日） 

日本がＴＰＰ協定に署名した２月

４日、全国農業協同組合中央会、全国

漁業協同組合連合会、全国森林組合連

合会を訪れ、懇談しました。 

ＪＡ全中では大西茂志常務理事が「関税撤廃の影

響や政府の対策などに不安がある」とし、「払拭する

にはどうしたらいいか悩んでいる。協同組合として

日本の農業、地域を維持するために努力していきた

い」とのべました。全漁連の大森敏弘常務理事は、

「ＴＰＰの関税撤廃で水産物への影響は２１００億

円にのぼる。漁業者の生業を維持するため、支援が

必要だ」と話しました。 

 私は、北海道、千葉県、愛媛県でＴＰＰの影響調

査を行い、畜産、米、みかんなどの生産者から痛切

な不安の声があがったことを紹介。「１２カ国が協定

に署名したが、政府は協定の全容を明らかにしてお

らず、協定の検証を含め、たたかいはこれから。国

会論戦でも政府を追及していきたい」と話しました。 

１
月
16
日
、
憲
法
学
者
の
小
林
節

さ
ん
の
講
演
会
が
開
か
れ
、
８
百
人

を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

講演する小林節さん（１月１６日） 

 

小
林
節
さ
ん
は
、
「
安
倍
首
相
は

王
様
化
し
て
い
る
」
と
暴
走
政
治
を

批
判
。「
憲
法
９
条
の
も
と
で
戦
後

70
年
間
戦
争
し
な
い
唯
一
の
大
国

が
日
本
で
あ
り
、
戦
争
を
止
め
る
役

割
こ
そ
果
た
す
べ
き
」
と
強
調
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
が
戦
争
法
廃
止

の
国
民
連
合
政
府
を
呼
び
か
け
、
野

党
の
選
挙
協
力
を
呼
び
か
け
た
こ

と
を
評
価
し
、
参
院
選
の
１
人
区
で

野
党
が
共
闘
す
れ
ば
自
公
勢
力
を

過
半
数
割
れ
に
追
い
込
む
こ
と
が

で
き
る
と
訴
え
ま
し
た
。 

２
月
10
日
、
県
議
会
・
復
興
特

別
委
員
会
で
、
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
の

緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
破
た
ん 

・３月 ９日（水）午後６時～ 

・４月１３日（水）午後６時～ 

予約電話番号:６５１－５８８１ 

し
、
責
任
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
達

増
知
事
は
「
会
計
検
査
院
か
ら
は
、

県
の
市
町
へ
の
指
導
監
督
な
ど
が
十

分
で
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
、
真
摯

に
受
け
止
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

斉
藤
県
議
は
、
不
正
の
中
心
は
物
件

価
格
を
超
え
る
過
大
な
リ
ー
ス
料
で

あ
り
、
実
態
は
過
大
額
と
指
摘
さ
れ

た
４
億
９
千
万
円
に
の
ぼ
る
と
強
調

し
、「
事
業
主
体
の
市
町
の
責
任
は
重

い
が
県
の
責
任
も
免
れ
な
い
」
と
指

摘
。
過
大
額
が
返
還
か
ら
免
除
さ
れ

る
と
と
も
に
、
破
た
ん
し
た
地
域
で

の
雇
用
確
保
に
特
別
の
対
策
が
と
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
ま
し
た
。 

 

１
月
20
日
、
「
戦
争
法
廃
止
を

求
め
る
２
千
万
人
署
名
運
動
を
推

進
す
る
岩
手
の
会
」
結
成
会
が
開

か
れ
、
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

「２千万署名岩手の会」結成会に参加す
る斉藤県議（左）（１月２０日） 


